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ナウァ-の「第三帝国のドイツ文学」 ( Franz Schonauer: Deutsche Literatur



































「存在と時間」 ( Sein und Zeit. 1927)と並び「芸術作品の起源」 ( Der Ursprung
des Kunstwerkes. 1949 )を書き、 Wilhelm Diltheyの精神史的方法に相通じ
ながら、形而上学的な芸術把握の試みを提示し文学研究に大きな影響を与える。
60年代には、 EmilStaiger (「解釈の方法」 DieKunstderInterpretation. 1955 )
が代表する作品内在的な解釈が、一方では作用史理論の立場からHans-Georg








































マニステイクを批判したのは、いずれも40才代のEberhard L云mmert ( 1924 -)、
Walther Killy (1917-)そしてPeter V. Polenz (1924-)であった。か
れらの批判を直接あびたのは、戦前・中・後を通じて大きな影響力をもってい
たゲルマニスト、 H. Brinkmann, H. Cysarz, G. Fricke, H. Kindedmann, F.






















紀初頭以来の、ないしは19世紀初頭のFriedrich Schleiermacher ( 1768 -





































を公刊して以来半ダース以上を出ないと述べて、 Rolf GeiBler, Albert Schone,




Benn, Jiinger, Wiechert, Bergengruen, Carossa, Schroderといったかつて
のナチ迎合作家たちが入っており、それ以後にもファシズムの古典作家たち、








Jacob Grimm (1785- 1863)は、ドイツ語学の基礎とされている「ドイツ
文法」 4巻(Deutsche Grammatik. 1819- 1837)、ドイツの「古代法律」





( Deutsche Wissenschaft )を意味していたのである(7)
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精神を保護しようと努めた(8)著名な「言語起源論」 (Uber den Ursprung der
Sprache. 1772)の他に、かれはシェイクスピア論やオッシアン論の入った「ド
イツ人の特質と芸術に関するパンフレット」 (Blattervon deutscher Art und
























「実証主義」 ( Positivismus )は、ドイツの文芸学においては、 Wilhelm Scherer
( 1841 - 1886)を代表者として生み出したJacob Grimmの伝記作者(Jacob
Grimm. 1865 )であり、文学史叙述の祖とも評されるSchererの実証主義的歴
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史主義の業績は、文学史領域(「ドイツ文学史」 Geschichte der deutschen
Literatur. 1883. Schererの死後O. Walzelによって増補され、またJ. Korner
によって詳細な文献目録が付け加えられて1928年に完成)に限られることなく、
































































( Deutschwissenschaft - Conrady )であるo
J. Nadler (1884 - 1963)は、プラハの大学において、 Schererの愛弟子の
一人August Sauer (1855 - 1926)を師として学び、 「ドイツの諸種族と風土
の文学史」 3巻( Literaturgeschichte der deutschen St云mme und Land-
schaften. 3Bde. Regensburg 1912 - 18 )を主著とするが、後にナチス支配の
第三帝国期に至って改訂版「ドイツ民族の文学史、ドイツの諸種族と風土の文
学と著作」 4巻( Literaturgeschichte des deutschen Volkes. Dichtung u.
Schrifttum der deutschen Stえmme und Landschaften. 4Bde. Berlin
































ン主義の準備。種族学的文学史考察」 (Die Vorbereitung der Romantik in
der ostpreuBischen Literatur des 18. Jahrhunderts. Betrachtung zur





精神史とそして様式史は、 「完成」 (Klassik)と「無限」 (Romantik)の両
極を循環するという「同一物の永遠回帰」の思想に基づいた「循環歴史理論」
( Zyklische Geschichtstheorie )により、精神史的方法の典型の一つとして知
られる「ドイツの古典主義とロマン主義。もしくは完成と無限」 (Deutsche
Klassik und Romantik. Oder Vollendung und Unendlichkeit. Miinchen






































































の保守革命」 Konservative Revolution in der Dichtung der Gegenwart.
1933)は、 「相対主義的歴史主義の麻庫的作用」と述べ、 Gerhard Frickeは「歴
史主義の病」と呼んでこれを攻撃していたのである。㈲ Frankの「ドイツ語教育
の歴史、初期から1945年まで」 (Horst Jochim Frank: Geschichte des


















































Volkskunde, Stammeskunde )、 J. Petersenの「ドイツの伝説と文学にみら
れる第三帝国-の憧憶」 ( Die Sehnsucht nach dem Dritten Reich in deutscher
Sage und Dichtung)、そしてH. Pongsは「ドイツの著作物に表わされた民族


















とAlf red Rosenbergの「 20世紀の神話」 ( Der Mythus des 20. Jahrhunderts.
1930)とを引き合いに出すまでもなく、ゲルマニストたちは人道主義を排して
積極的に内部論理を構築し、自らの意志をたずさえながら戦争に加担した。以
後ナチズムのゲルマニステイクは、 W. Linden, Adolf Bartels, Franz Koch,
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